
 第３号様式（第６条第１項関係） 

市長 副市長 部長 課長 主幹・副主幹 主査・主査補 班員 

       

付議・報告部課      

令和８年５月１８日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 

１ 日時及び場所 

令和８年５月１８日（月）午前９時３０分～ 本庁舎４階大委員会室 

２ 出席者 

子育て支援課 本橋課長、鳥海主査 

３ 件名 

全天候型こどもの遊び場づくり事業について 

４ 会議結果 

□ 案のとおり決定する。 

□ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。 

□ 案を否決する。 

■ 報告を了承する。 

５ 会議内容 

・印西市にどのような手続きで負担金を支払うのか。 

→印西市から指定管理料を指定管理者に全額支払い、白井市は印西市に負担金で支払う

予定である。 

・クラフトゾーンの整備費・賃料はどのように支払うのか。 

→印西市からイオンに全額支払い、白井市は印西市に負担金で支払う予定である。 

・負担割合は3割程度か。 

→3割程度を想定している。 

・クラフトゾーンの整備費も実績割りで支払うのか。 

→負担金で支払った後、実績割りで精算する予定である。 

・利用料金はどのくらいになるのか。 

→市内料金は500円以内、市外料金は2,000円以内で、印西市の設置管理条例で定める予

定である。また、実際の料金は指定管理者がその範囲内で市の承認を得て決定する 

予定である。 

 

・「印西市と白井市とのまちづくりに関する連携協定」による第一弾の事業であり、子

どもの屋内の居場所づくりの充実として、引き続き印西市と連携を図っていくこと。 

 

備考 会議内容を簡潔に記載すること。 



　第２号様式（第４条第５項関係）

年 月 日

件　　　名

部内会議や関係
課等との調整結
果（主な意見・懸

案事項）

項目

条例規則

議会説明

市民参加

報告書公表 □ □ □ ■ （

案件提出
事由

関係法令等

関係課

事業費

カテゴリー

部課名 子育て支援課

令和 8 5 18

報告書（行政経営戦略会議）

今後の
スケジュール

８月～９月　印西市で指定管理者を公募
１２月　　　　印西市で定例議会へ指定管理者の指定を上程
　　　　　　   定例議会へ補正予算（案）を上程
　　　 　　　  印西市と白井市で覚書締結
１月　　　　  印西市で指定管理者と基本協定締結
３月　　　　  全天候型こどもの遊び場プレオープン
４月　　　　  全天候型こどもの遊び場オープン

有無 方法（時期） 項目 有無 方法（時期）

有 議員全員協議会（R8.6月）広報・ＨＰ等 有 印西市と協議

無

無

全天候型こどもの遊び場づくり事業について

・第６次総合計画前期実施計画の分野別事業に「全天候型こどもの遊び場づくり事業」を位置
づけた。
・利用者負担の原則に基づき、市外の利用者は実費負担相当とし、市内の利用者の減免分を
市が負担する方向で印西市と協議することとした。

議員全員協議会終了

報道発表 有 定例記者会見（印西市と協議）

0歳～小学生 場所 市内全域 目的

公開 非公開 部分非 時限非

内容

１．趣旨
　こどもたちの健やかな成長の原点である「多様な遊びと学びの機会」の充実を図るため、民間
事業者の協力のもと「印西市と白井市とのまちづくりに関する連携協定」に基づく連携事業とし
て、こどもが天候に左右されず安全・安心して遊べる「全天候型こどもの遊び場」を整備・運営
する。
２．事業の位置づけ
　①広域連携による効率的・効果的な事業
　②民間施設の機能・空間を活用し、市の子育て支援策を具体化する取り組み
　③公民連携による、効率的かつ持続可能な施設整備
３．事業の背景
　①猛暑や豪雨等により、屋外での遊びが困難な日が増加
　②こども連れでも出かけやすく楽しめる場所や多様な遊びや体験ができる機会への期待
４．事業の目的
　こどもの健やかな成長の原点となる「多様な遊びと体験を通じた学びの機会」の充実を図るた
め、こどもが天候に左右されず安全・安心して遊べる環境を確保する。
５．施設の基本概要
　全天候型（屋内）のこどもの遊び場をイオン千葉ニュータウンＣＳ棟２階に整備する。
　利用対象：就学前児童（０歳）～小学生とし、保護者の見守りのもとで自由遊びを基本とする。
６．施設の構成、整備主体と費用
　①アクティブゾーン　身体を使った遊びを中心とした空間（1050.38㎡）
　　　　　　　　　　　　　　　　整備主体：イオン、整備費・賃料：イオン負担
　②クラフトゾーン　工作やお絵描きなどの創作活動の空間（227.79㎡）　印西市が整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整備費、賃料は両市が負担
７．運営手法
　　指定管理者制度（印西市の設置管理条例に基づき設置された施設を指定管理者が運営）

８．財政負担・費用負担
　・利用料金は実費負担を踏まえて検討する。
　・利用料金は市内（印西市民・白井市民）利用者は同一料金
　・白井市が負担する費用は、運営にかかる負担金を印西市に支払う。
　・公民連携及び印西市との連携により、市単独事業と比べ財政負担が軽減される。
９．期待される効果
　①こどもの健やかな成長と遊び・学びの機会の充実、②子育て世帯の満足度向上、
　③公民連携及び印西市との連携による子育て支援モデルの構築

健康・福祉 手段

まで）

参考情報

カ　各部が庁内全体で情報共有したい事項

企画政策課

未定 千円 （うち特定財源 未定 千円）

年代 民間の誘致・連携



全天候型こどもの遊び場 整備・運営体制 

 

 

整備 
（クラフトゾーン）

印西市 

連携協定 

白井市 

イオンモール 

千葉 NT 

整備 
（アクティブゾーン） 

指定管理者 

運営 
（アクティブゾーン 
  クラフトゾーン） 

遊び場 
印西市・白井市 

共同利用 

連携・協力 


